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ごあいさつ 
 

このたびは、アプライアンスソフトウェア製品である InterSec/MW400l(以下、MW400l）を

お買い上げ頂き、まことにありがとうございます。 

アプライアンスソフトウェア製品とは、特定のExpress5800サーバにインストールすることで、

オペレーティングシステムと必要なアプリケーションを集約する製品です。 

堅牢なセキュリティ機能が安全で高速なネットワーク環境を提供いたします。また、セット

アップのわずらわしさを感じさせない専用のセットアッププログラムやマネージメントアプ

リケーションは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービスを提供します。 

MW400lはインターネットビジネスに欠かせない高度なメールサービス、DNSサービスなどの提

供を目的としたNECのInterSec製品の1つです。 

本書は、初期導入を含む初期セットアップ手順を中心に構成されています。本製品をお使い

になる前に必ずお読みください。 

 

MW400l は以下のサーバ製品でのご使用が可能です。 

 N8100-2766Y / Express5800/R110j-1 
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1章 はじめに 
 

本書では、MW400lのインストール、初期セットアップ（初期IPアドレスの設定手順と初期導

入手順）について説明します。 

初期導入では、MW400l をお客様環境で導入するための準備作業を行います。 

インストールから初期導入までの流れは以下のとおりです。 

 

 

 

 

※ アプライアンスパックをご購入の場合、上記作業は完了しています 

次の作業から実施してください 

※ 初期セットアップが完了するまでは業務 LAN 環境には接続しないでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以降は業務 LAN 環境に接続して実施が可能です 

 

 

 

 

 

上記の時間は合計所要時間（目安）です。本体装置のディスク構成によっては、時間が前後

する場合があります。 

 

 

 

 

  

3 章 初期セットアップ 

4 章 初期導入(約 60分) 

3.1.1. ディスプレイ／キーボードによる手順(約 40分) 

3.1.2. クライアント PC(ブラウザ)による手順(約 50分) 

2 章 インストール（約 30 分） 

3.1 初期 IP アドレスの設定(3.1.1、3.1.2 のいずれかを実施) 
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2章 インストール 
MW400lをハードウェアにインストールします。 

 

アプライアンスパックをご購入のお客様は、本作業は完了しています。 

「3章 初期セットアップ」に進んでください。 

 

単体ディスク構成で構築されている場合は、「2.2. インストールディスクによるインストー

ル」に進んでください。RAID 構成で構築されている場合は、以下をご確認の上「2.1. RAID

構成の構築」または「2.2. インストールディスクによるインストール」に進んでくださ

い。 

 

 

RAID 構成における論理ドライブ構成とパーティション、サイズ(*1)は以下のとおり

です。 

 RAID 構成 RAID 構成 

ドライブ#１のみ ドライブ#１ ドライブ＃２ 

システムパーティション 69GB 69GB － 

ログ領域 

（/var パーティション） 

70GB 残り全部 － 

データ領域 

（/home パーティション） 

残り全部（*2） － 全部（*2） 

データ領域 

（ミラーパーティション） 

指定サイズ 

（*3） 

 指定サイズ 

（*3） 

 

(*1)サイズは、インストール処理における指定値となります。実際に使用可能なサ

イズは、上記サイズより少なくなります。 

(*2) フェイルオーバクラスタ構成の場合、10GB になります。 

(*3) 初期導入時に指定します。 
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2.1. RAID 構成の構築 

通常のExpress5800シリーズ（RAID構成時）では、出荷時にRAID構成が完了していますので

本作業は不要です。ただし、前項のMW400lインストールのディスク構成サイズ、パーティシ

ョンに関する重要事項にあるディスク構成に沿わない場合は、RAID構成の再構築を行う必要

があります。 

RAID 構成の状況が不明な場合は、「6.4. RAID 構成を確認する」の手順に従い RAID の構成を

確認してください。RAID 構成に関する論理ドライブの構成手順についての詳細は、「メンテ

ナンスガイド」の「RAID システムのコンフィグレーション」や、オプションの RAID コン

トローラーに添付の説明書を参照してください。 
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2.2. インストールディスクによるインストール 

「インストールディスク」を使って初期 IPアドレスが設定できるように準備します。以下

の手順を行ってください。 

 

 

再度、インストールディスクによりインストール手順を実行する場合は、本

体装置内の全データが消去されます。必要なデータが本体装置内に残ってい

る場合は、データのバックアップを行ってから操作を実行してください。 

 

(1) 「インストールディスク」から起動します。 

本体装置の POWER スイッチを押して電源を ON にし、「インストールディスク」を本体装

置の光ディスクドライブに挿入してください。約 1分後に、自動的にインストールが開

始されます。 

 

 N8100-2766Y / Express5800/R110j-1 

 

※ InterSecs製品では「B」位置には光ディスクドライブが搭載されています。 

 

 

 

インストールディスクから起動すると無条件にインストールを実行します。

本体装置の光ディスクドライブにインストールディスクを挿入したままにし

ないでください。 

 

  

B. 光ディスクドライブ 

I. Powerスイッチ/ランプ 
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(2) 約30分でインストールが完了します。 

インストールが完了するとディスプレイに「Installation complete. Press enter to 

reboot.」のメッセージを表示します。 

 

Enter キーを押すと本体装置の再起動を開始し、インストールディスクが自動的にイジェ

クトされます。「インストールディスク」を取り出し、光ディスクドライブを閉じてくだ

さい。 

POST 画面が表示されたら、電源ボタンを押下し、電源を OFF します。 

30 分以上待ってもインストール完了のメッセージが表示されない場合はインストールに

失敗している可能性があります。 

失敗していると考えられる場合は、再度(1)から実施してください。 

 

インストールが終了しない（失敗する）場合、以下を確認してください。 

・RAID 環境の状態が正しいか確認してください。 

（「6.4. RAID 構成を確認する」参照） 

・ハードウェアが以下であるか確認してください。 

Express5800/R110j-1(N8100-2766Y) 
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3章 初期セットアップ 
 

MW400lをお客様のネットワーク環境に接続するため、初期IPアドレスの設定が必要となりま

す。初期導入については、「4章  初期導入」を参照してください。 

 

3.1. 初期 IP アドレスの設定 

MW400l インストール後のネットワーク構成は、以下のとおり設定されています。 

 

LAN インタフェース ：LAN1（eth0） 

IP アドレス  ：192.168.250.250 

ネットワークマスク ：255.255.255.0 

ホスト名  ：intersec.domain.local 

 

お客様のネットワーク環境に応じたネットワーク構成で初期導入を行えるようにするために、

初期IPアドレスを変更することができます。 

初期IPアドレスを変更しない場合は、「4章 初期導入」へお進みください。 

初期 IP アドレスの変更には、以下の２種類の手順があります。 

お客様環境に合わせて、いずれかの手順を実施して初期導入へとお進みください。 

 

(1) ディスプレイ／キーボードによる手順 

本体装置に接続したディスプレイとキーボードを使って、IPアドレスを指定後、初期導入

へ進むことができます。 

詳細は「3.1.1. ディスプレイ／キーボードによる手順」をご覧ください 

 

(2) クライアントPC(ブラウザ)による手順 

本体装置とLAN接続したクライアントPC（Windows PC）のブラウザ画面から初期IPアドレ

スを指定後、初期導入へ進むことができます。 

詳細は「3.1.2. クライアントPCによる手順」をご覧ください 
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3.1.1. ディスプレイ／キーボードによる手順  

 

ディスプレイ、キーボードを本体装置に接続してください。接続後、本体装置の電源ボタン

を押して起動してください。 

ディスプレイ、キーボードの接続は以下の図を参照してください。 

 N8100-2766Y / Express5800/R110j-1 

 

※ InterSec製品では「B」位置には光ディスクドライブが搭載されています。 

 

 

  

B.  光ディスクドライブ 

E. USB3.0ポート 

C. ディスプレイコネクタ 

E. 2x USB3.0ポート A. LANボード（オプション） 
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3.1.1.1. MW400l へのログイン 

MW400l が起動すると以下のログイン画面が表示されます。 

 

ログイン名「root」でログインしてください。 

ログインユーザ名、パスワードは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ユーザ名、パスワードは、大文字小文字を区別します。 

・初期パスワード(※)は、本製品の『管理者用パスワード』に記載して 

いるパスワードを入力してください。 

 

 

  

ユーザ名 ：root 

パスワード ：初期パスワード(※) 
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3.1.1.2. 初期 IP アドレスの変更 

 

(1) 初期IPアドレス変更コマンドの実行 

root アカウントのプロンプトから以下のコマンドを実行してください。 

 

 

 

(2) イントロダクション画面が表示されます 

[< Next >]を選択（[Enter]キーを押下）してください。 

 

 

  

intersec-init-c 
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(3) IPアドレス情報の入力画面が表示されます。 

IP アドレス(IP address[*]) 、ネットマスク(Netmask[*])、Gateway の項、それぞれに

対してアドレス情報を入力します。入力が完了しましたら「< Next >」を選択してくだ

さい。 

   [*] は入力必須項目です 

 

 
 

 

IP address はネットワーク上の他の機器と重複しないアドレスを設定してく

ださい。重複したアドレスを設定した場合、本機の初期導入が行えなくなる

可能性があります。 

 

 

(4) 確認画面が表示されます。 

入力した内容を確認してください。入力した内容に問題がなければ[< Apply>]を選択し

てください。ネットワーク設定を行います。訂正したい場合は、[< Previous>]を選択

し (3)からやり直してください。 
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(5) 完了画面が表示されます。 

[< OK!  >]を選択してください。入力された IPアドレスが有効な状態になります。 

 

 

 

以降は「４章 初期導入」の手順に従い、初期導入を開始してください。 

 

変更した初期IPアドレスを確認したい場合は、「6.3. 初期IPアドレス設定後のIPアドレス

を確認する」を参照してください。 
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3.1.2. クライアント PC による手順  

 

本体装置とクライアント PC の準備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LANケーブルを接続する場合のLANポートとインタフェース(eth)については、

「6.1. LAN ポートとインタフェース(eth)番号について」を参照してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 説明 

Web 接続用クライアント PC Internet Explorer から Web 接続して初期 IP アドレスを変

更します。ご使用になるブラウザは、Internet Explorer 

10 以上を推奨します。 

初期セットアップ中の

MW400l 

初期 IP アドレスは以下のとおりです。 

  LAN ポート  ：LAN1（eth0） 

  IP アドレス  ：192.168.250.250 

 ネットワークマスク ：255.255.255.0 

 ホスト名  ：intersec.domain.local 

LAN ケーブル クライアント PC と MW400l サーバの LAN インタフェース 

（LAN1(eth0)）に接続します。 

Web 接続用クライアント

PC 

初期セットアップ中の MW400l 

LAN ケーブル 
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3.1.2.1. Web 接続用クライアント PC の準備 

Web ブラウザを介して本体装置の初期 IP アドレスを変更するために使用するクライアント

PC（Windows PC）を用意してください。 

クライアント PC の IP アドレスは、本体装置と同じネットワークの IP アドレス（例：

192.168.250.1）を設定してください。 

 

3.1.2.2. LAN ケーブルでの接続 

クライアント PC と本体装置を LAN ケーブルで接続後、本体装置の電源ボタンを押して起動

してください。 

本体装置の起動後、背面の「LINK」ランプが点灯していることを確認してください。 

クライアント PC から ping コマンドなどを使用して接続可能な状態であることを確認して

ください。 

 

［実行例］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体装置と通信できない場合は、クライアント PCのネットワーク設定やネットワー

クケーブルの状態が正しいか確認してください。 

 

※ 他の機器が存在するネットワーク環境に接続する場合は、本体装置の初期IPアドレ

スと他機器のIPアドレスが重複していないか確認してください。 

 

  

C:\> ping 192.168.250.250 

 

Pinging 192.168.250.250 with 32 bytes of data: 

 

Reply from 192.168.250.250: bytes=32 time<1ms TTL=128 

Reply from 192.168.250.250: bytes=32 time<1ms TTL=128 

Reply from 192.168.250.250: bytes=32 time<1ms TTL=128 

Reply from 192.168.250.250: bytes=32 time<1ms TTL=128 

 

Ping statistics for 192.168.250.250: 

    Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss), 

Approximate round trip times in milli-seconds: 

    Minimum = 0ms, Maximum = 0ms, Average = 0ms 
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3.1.2.3. 初期 IP アドレス変更 Web 画面への接続 

 

クライアント PC の Web ブラウザから MW400l の初期 IPアドレス設定画面に接続してくださ

い。クライアント PC の Web ブラウザから以下の URL を指定して接続してください。 

https ではなく http ですので、ご注意ください。 

 

 

 

 

MW400l と正常に通信できない場合は、設定されているネットワークと接続できるよう

に、クライアント PC のネットワーク設定を確認してください。 

MW400l に接続すると、ユーザ名とパスワードの入力ダイアログが表示されます。 

 

以下のユーザ名、パスワードを入力して[OK]を押下しログインしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ユーザ名、パスワードは、大文字小文字を区別します。 

・初期パスワード(※)は、本製品の『管理者用パスワード』に記載して 

いるパスワードを入力してください。 

 

 

 

  

http://192.168.250.250:50453/intersec-init-g/ 

ユーザ名 ：root 

パスワード ：初期パスワード（※） 
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3.1.2.4. 初期アドレスの変更 

お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報の設定を行います。 

(1)「はじめに」画面が表示されます。[次へ]を押下してください。 

 

 
 

(2)変更後の IPアドレスを指定します。 

「ネットワーク設定」画面が表示されます。必要な項目に入力を行い、[次へ]を押下し

てください。なお、IPアドレス、サブネットマスクは必須入力項目です。 
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(3) 「設定確認」画面が表示されます。(2)で入力した内容をご確認ください。 

入力した内容に問題がなければ、[次へ]を押下してください。 

 

 
 

 

(4)ネットワーク設定が実行されます。初期導入を続けて行うには、しばらく経ってから以

下の画面より、初期設定画面のリンクをクリックし、初期導入画面を開き、初期導入を

行ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期設定画面への接続は、初期 IPアドレスの設定を行った、MW400l の新しい IPアドレス

に、クライアント PC からアクセスできる環境であることが必要です。ネットワークセグ

メントを変更した場合等は、クライアント PC の設定変更が必要となりますのでご注意く

ださい。 

 

以降は「4章 初期導入」に従い、初期導入を行ってください。 
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4章 初期導入 

4.1. 初期導入について 

MW400l の初期導入は、Windows クライアント PC（以下、クライアント PC）から Web ブラウ

ザを使用して行います。 

4.2. 初期導入の流れ 

MW400l の初期導入の流れは以下のとおりです。運用するネットワーク環境に合わせて初期

設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6. 設定内容確認 

4. サーバ構成の設定 

3. ネットワークの設定 

5. ディスク構成の設定 

7. 再起動 

1. 初期導入の開始 

2. システム管理者パスワードの設定 
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4.2.1. 初期導入の準備 

 

MW400lの初期導入は、「3.1. 初期IPアドレスの設定」後に行います。 

 

初期IPアドレスを変更していない場合は、以下の設定となっています。 

    LAN ポート  ：eth0 

    IP アドレス  ：192.168.250.250 

    ネットワークマスク ：255.255.255.0 

    ホスト名  ：intersec.domain.local 

 

初期導入を行うため、MW400lをお客様環境に設置してください（業務LAN環境への接続な

ど）。また、初期IPアドレスで設定したIPアドレスに対してWeb接続可能なクライアントPC 

(Windows PC)を用意してください。 

 

4.2.2. 初期導入画面への接続 

 

MW400lの初期導入実行に際し、別途ご用意いただいたクライアントPCのWebブラウザから

MW400lへの接続、およびログインを行ってください。 

 

※ 以下の説明では、本体装置に設定したIPアドレスを「192.168.250.250」として説明しま

す。適宜お客様で設定したIPアドレスに読み替えてください。 

 

■ MW400l 初期導入画面への接続 

 

MW400l の初期導入画面には、クライアント PC の Web ブラウザから以下の URL を指定して

接続してください。 

https ではなく http ですので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

接続できない場合、クライアント PC 側から、ping コマンドなどを使用して通信状態を確

認し、クライアント PC のネットワーク設定を確認してください。 

 

［実行例］C:\> ping 192.168.250.250 
 

 

MW400l の IP アドレス設定状況を確認したい場合は、「6.3. 初期 IPアドレス

設定後の IP アドレスを確認する」を参照ください。 

 

  

http://192.168.250.250:50453/ 
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■ MW400l 初期導入画面へのログイン 

 

MW400l の初期導入画面に接続すると、ユーザ名とパスワードの入力ダイアログが表示さ

れます。 

 

 
 

 

初期導入画面のユーザ名、パスワードは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ユーザ名、パスワードは、大文字小文字を区別します。 

・初期パスワードは、本製品の『管理者用パスワード』に記載して 

いるパスワードを入力してください。 

 

 

 

 

  

ユーザ名 ：root 

パスワード ：初期パスワード 
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4.2.3. 初期導入の実行 

 

(1) 初期設定の開始 

 

ログインが成功すると以下の画面が表示されます。［開始］を押下し、初期導入を実施

します。 

 

 
 

メモ：初期設定を中断したい場合は、各設定画面の［中止］を押下します。 

 

(2) システム管理者設定 

 

ここでは、システム管理者のパスワードの設定を行います。 

システム管理者のアカウントは “admin” （固定）です。 

システム管理者用のパスワードを「パスワード」「パスワード再入力」に入力して［次

へ］を押下します。 システム管理者名のパスワードの指定は必須です。 

 

 
 

メモ：初期導入完了後のシステム管理者のアカウントやパスワードの変更は、システム

管理者 Management Console 画面で行えます。 
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(3) ネットワーク設定 

 

お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報の設定を行います。 

「ホスト名(FQDN)」にはセカンドレベル以上のドメイン名を含むホスト名を入力してく

ださい。 

「ホスト名(FQDN)」、「IPアドレス」、「サブネットマスク」、「デフォルトゲートウェ

イ」、「プライマリネームサーバ」、「セカンダリネームサーバ」に設定内容を入力し、

[次へ] を押下します。 

 

※ 項目名の先頭に‘*’があるものは必須入力項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

メモ： IP アドレスとサブネットマスクは現在設定されているものが表示されますので、 

特に変更する必要はありません 

 

 

「ホスト名(FQDN)」は、MW400l の実ドメインのメールアドレスのドメイン部

としても使用されます。 

「ホスト名(FQDN)」に英大文字（A～Z）は使用しないでください。 

 

  

項目名 設定内容 

* ホスト名(FQDN) MW400l の FQDN を設定します 

* IP アドレス MW400l の IP アドレスを設定します 

* サブネットマスク ネットワークマスクを設定します 

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを設定します 

プライマリネームサーバ プライマリネームサーバを設定します 

セカンダリネームサーバ セカンダリネームサーバを設定します 
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(4) MW400l のシステム構成を設定する 

 

MW400l のシステム構成に関する設定を行います。 

MW400l では、以下の構成を選択できます。 

 

 ・スタンドアロン構成 

 ・Web サーバ／メールサーバのフェイルオーバクラスタ構成 
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スタンドアロン構成            

 

MW400l を１台で運用する構成です。 

設定を確認後、［次へ］を押下します。 
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フェイルオーバクラスタ構成              

 

MW400l を CLUSTERPRO X を用いたフェイルオーバクラスタで運用する場合の構成です。

設定を確認後、［次へ］を押下します。 

「ミラーディスク用デバイス名」 

   作成したデバイス名（/dev/sda7 もしくは/dev/sdb など）が表示されますので 

   使用するデバイスを選択してください。 

「ミラーサイズ」 

指定可能な最大サイズ（GByte）が表示されますので、必要なミラーサイズを 

指定してください。 

 

冗長化構成を組む二つの MW400l にミラー領域用として同一サイズシステムのサイズの

パック／論理ドライブを作成しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

フェイルオーバクラスタ構成を構築する場合は、別売りの 

『InterSec/MW 二重化構成構築キット』が必要です。 
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(5) 設定内容確認 

 

入力した設定内容を確認してください。 

設定内容に間違いがなければ、[次へ] を押下してください。 

設定内容を変更する場合は、[前へ] を押下して変更対象画面に戻り設定を修正してく

ださい。 
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(6) システム再起動 

 

設定を有効にしてシステムを運用可能な状態にするため、システムを再起動します。 

[システムを停止する] を押下した場合、システムは停止状態となりますので、 

再度起動(パワーオン)を行ってください。 

[システムを再起動する] を押下した場合、システムの再起動を行います。 

 

 
 

以上で初期導入は終了です。MW400l の詳細な設定や管理は、管理コンソール 

「Management Console」画面にて行います。詳細については、『ユーザーズガイド』を参照

してください。 

 

 

フェイルオーバクラスタ構成にて構築する場合は、システム再起動後に自動で再度

再起動が行われます。 
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5章 注意事項 
1. EXPRESSBUILDERによるセットアップは行えません。InterSec専用のインストールデ

ィスクからのみ実施できます。 

 

2. 二重化構成の構築など複数台のMW400lを導入する場合は、必ず初期IPアドレスを変

更してから業務LANに接続してください。初期IPアドレスを変更せず同時に業務LAN

に接続を行った場合、IPアドレスの重複が発生して正しく初期導入が行えません。 

 

3. 「4章  初期導入」の実施後では、初期IPアドレスは変更されたと判断し、「3.1. 初

期IPアドレスの設定」のいずれの手順でもIPアドレスの変更はできません。 

 

4. MW400lへのLANケーブル接続について 

LAN ポート 1を必ず運用時のネットワークに接続してください。 

セットアップ(Ｗｅｂブラウザを使用)では、LAN ポート１(システムでは、eth0 と

して扱われます)を使用して進めます。 

LAN ポートとインタフェース(eth)は、「6.1. LAN ポートとインタフェース(eth)番

号について」を参照してください。 
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6章 付録 

6.1. LAN ポートとインタフェース(eth)番号について 

ご使用のサーバ構成によって本体装置の LAN ポートとシステムが使用するネットワークイン

タフェース(eth)番号は以下のように変わります。LAN ケーブルを接続する際は、ご注意く

ださい。 

 

 N8100-2766Y / Express5800/R110j-1 

オプション NIC（N8104-178）非搭載時 

 

 

 

 

オプション NIC（N8104-178）搭載時 

オプション NIC側のインタフェースが先になります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

   LAN1(eth0)      LAN2(eth1) 

   LAN3(eth2)      LAN4(eth3) 

   LAN2(eth1)      LAN1(eth0) 
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6.2. ESMPRO/ServerAgentService を利用する 

本体装置の状態を監視するソフトウェア「ESMPRO/ServerAgentService」がインストール済

みです。ファンやマザーボード、ハードディスクドライブ、本体装置の温度などを監視する

場合にこのソフトウェアを使用してください。監視には、別途 ESMPRO/ServerManager がセ

ットアップされた PC（管理コンピュータ）が必要です。 

詳しくは、『ESMPRO/ServerAgentService ユーザーズガイド(Linux 編)』を参照してくださ

い。 

 

 
MW400l には「ESMPRO/ServerManager」をインストールできません。 
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6.3. 初期 IP アドレス設定後の IP アドレスを確認する 

初期 IP アドレスの設定後に、正しく IPアドレスが設定されているか確認するためには、本

体装置にディスプレイとキーボードを接続する必要があります。 

「3.1.1. ディスプレイ／キーボードによる手順」の章を参考に、以下のコマンドを入力す

ることで、現在、設定されている IP アドレスが表示されます。 

 

root アカウントのプロンプトから以下のコマンドを実行します。 

 

 

 

実行結果イメージ 

 

 

誤って初期 IPアドレスを設定した場合は、「3.1.1. ディスプレイ／キーボードによる手

順」に従って、再度初期 IP アドレスの設定を行ってください。 

なお、「4章  初期導入」実施後に、IPアドレスを変更する場合は、管理コンソール

「Management Console」画面から実行してください。 

詳細は、MW400l の『ユーザーズガイド』を参照してください。 

 

 

  

intersec-setupinfo 
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6.4. RAID 構成を確認する 

 N8100-2766Y / Express5800/R110j-1 

Express5800/R110j-1 の『メンテナンスガイド』－「2章 便利な機能」－「2. RAID

システムのコンフィグレーション」を参照して確認してください。 
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